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今期（令和6年度）に向けての抱負
鈴鹿市ボランティア連絡協議会会長戸口孔二

よしじ

日頃は、鈴鹿市ボランティア連絡協議会に、ご支援とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

令和6年４月15日の総会で、会長に再任した戸口と申します。

今期は、役員改選の年となり新たな体制で取り組ませていただきます。

新年早々「令和6年能登半島地震」が発生して7カ月が経過しましたが、被災地のライフライ

ンは未だ回復していない地域もあるようです。私たちの地域も南海トラフ地震を控えて、発災時

に「命を守る」とともに「生き延びる」ために今だからこそできる平時の備えが必要です。

さて、鈴鹿市ボランティア連絡協議会は昭和59（1984）年に発足して40年が経過しました。

このような不安な状況の中で地域に根ざしたボランティアの必要性が高まっています。今年度は

登録団体の連携を強めて助け合うことができる取り組みを進めていきたいと思いますので、皆様

のご支援とご協力をお願いいたします。

令和６年４月１５日総会

鈴鹿市ボランティア連絡協議会 令和６年度役員体制

会長 戸口孔二 [専門部会]

副会長 岡野美也子 事業部会長岡野美也子

書記 山崎靖子 研修部会長吉原勝範

会計 藤田礼子 防災部会長藤井末邦

会計監査吉原勝範 広報部会長山崎靖子

発行/鈴鹿市ボランティア連絡協議会

〒513-0801 鈴鹿市神戸地子町383-1

TEL059-382-5971 FAX059-382-7330

目次

◇ボラ連会長挨拶・ 役員体制

◇部会活動計画・ 防災コラム第5回

◇社協新体制

◇社協担当者紹介・ QRコード・編集後記

企画・ 編集/Theぼらんてぃーあ編集部

91



鈴鹿市ボランティア連絡協議会

・ ・ ・ 各部会の今年度の主な活動計画・ ・ ・
《事業部会》
◎「ふれあい広場」（10月12日）・「鈴鹿ボランティアの集い」を開催。計画・準備。

【部会委員：岡野美也子（鈴鹿市手話サークルとちの実）・宮﨑悦子（たんぽぽハーモニー）・

長谷川祐美子（劇団花さつき）・藤井真澄（民謡語りすずの音）】

《研修部会》
◎先進地視察研修と交流会を計画・準備、開催。

【部会委員：吉原勝範（太陽の会）・仲井充江（ヘルスメイト）・片桐秀樹（卓球クラブ）

鈴木一也（ヒューマンレクレーションサポート）】

《防災部会》
◎防災施設視察研修会を計画・準備、開催。また防災活動の取り組みを検討し推進。

◎防災コラムを広報誌に継続的に掲載。

【部会委員：藤井末邦（鈴鹿地区防災コーディネーター）・戸口孔二（鈴鹿地区防災コーディネー

ター）杉本真由（鈴鹿市手話サークルとちの実）】

《広報部会》
◎広報誌「Theぼらんてぃーあ」を発行予定。令和６年7月、10月、７年3月各1000枚

【部会委員：山崎靖子（要約筆記サークル「サーキット」）・藤田礼子（音訳グループ鈴の音）

戸口孔二（鈴鹿地区防災コーディネーター）・岡野美也子（鈴鹿市とちの実手話サークル）】

今年度の防災施設視察研修会が決定しました！
日程：令和6年9月3日（火）

場所：伊勢市津波避難タワー（二見町）、伊勢市防災センター見学など

＊詳しくは案内（別紙）をご覧ください。



鈴鹿市社会福祉協議会の新体制をご紹介いたします♬

福祉有償運送サービス事業



☆☆☆令和6年度ボランティアセンター新体制へ☆☆☆

平素は、鈴鹿市ボランティアセンター事業にご理

解・ご協力賜り誠にありがとうございます。

久しぶりにボランティアセンターを担当させてい

ただきます。地域共生推進グループの加藤と申しま

す。

地域共生推進グループは今年度より施行された新

しい部署となり、「社会参加」をテーマとした部署となります。みなさまにお世話になっており

ますボランティアセンターをはじめ、福祉教育、福祉施設との連携また企業・団体との連携も進

めるべく配置されました。

また寄付や赤い羽根共同募金の私たちの部署ですので、新しい風を入れつつ積極的にボランテ

ィア活動を盛り上げていきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。

◎◎◎◎ 鈴鹿市社会福祉協議会のＱＲコード ◎◎◎◎

鈴鹿市社会福祉協議会ボランティアセンター 福祉の広報 ボラ連・登録団体

TOP 社協すずか

ボランティア

通信

                                                                                                    

編集後記

最初の戸口会長の挨拶にもありましたように、今期は役員改選の年となり、新たな

体制でスタートしました。初めて運営委員の仲間に入れていただき、わからないこと

ばかり・・。前任者のようにパソコンに長けているわけでもなく、DXって何？という

世界で毎日過ごしています。でも、皆さんに教えていただきながら、協力していただき

ながら、なんとか「Theぼらんてぃーあ」を発行できるように頑張ります。

どうぞよろしくお願いいたします。 （山崎）


